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先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-2-別添 3-2 可搬型重大事故等対処設備の保管エリア等における入力地震動） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違）

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
・・補正時からの変更箇所

柏崎刈羽原子力発電所７号機（2020.9.25 版） 女川原子力発電所２号機 （2021.11.24 版） 島根原子力発電所 ２号機 備考 

 

 

 

 

 

 

比較表において，相違理由を類型化したものについて以下にまとめて記載する。下記以外の相違については，備考欄に相違理由を記載する。

相違 No. 相違理由

① 島根２号機では，各保管場所におけるボーリング調査位置図を補足説明資料に記載している。

② 島根２号機では，解放基板表面標高は一律に EL-10m で設定している。 
③ 島根２号機では，保管場所には主として岩盤が分布することから，地震応答解析において動せん断弾性係数のばらつきを考慮する。
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4.2 可搬型重大事故等対処設備の保管場所（第１保管エリア） 
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4.5 可搬型重大事故等対処設備の保管場所（第４保管エリア）  

・資料構成の相違

【柏崎７】 

島根２号機では，各保管

場所におけるボーリン

グ調査位置図を補足説

明資料に記載している 

（以下①の相違） 

・設計方針の相違

【柏崎７】 

 島根２号機では，解放

基板表面標高は一律に

EL-10m で設定している

（以下②の相違） 

・設計方針の相違

【柏崎７】 

 島根２号機では，保管

場所には主として岩盤

が分布することから，地

震応答解析において動

せん断弾性係数のばら

つきを考慮する 

（以下③の相違） 
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1. 概要

本資料は，Ⅵ-2-別添 3-1「可搬型重大事故等対処設備の耐震計算

の方針」に示すとおり，可搬型重大事故等対処設備の保管場所に

保管する可搬型重大事故等対処設備について，その加振応答解析

等に際して必要となる入力地震動を求めるために行う，基準地震

動Ｓｓを基にした各保管場所の地盤の地震応答解析について説明

するものである。 

なお，原子炉建物，制御室建物，廃棄物処理建物及び緊急時対策

所については，Ⅵ-2-1-7「設計用床応答スペクトルの作成方針」

に示す。 

本資料には可搬型重大事故等対処設備保管場所の地表面における

加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトルを示す。 

2. 可搬型重大事故等対処設備の保管場所

可搬型重大事故等対処設備の保管場所は，位置的分散を考慮し，

以下に示す 4 地点とする。可搬型重大事故等対処設備の保管場所

の位置図を図 2－1に示す。 

・第１保管エリア

・第２保管エリア

・第３保管エリア

・第４保管エリア
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3. 保管場所における入力地震動の算定

3.1 保管場所における入力地震動の算定方針 

保管場所における入力地震動は，水平方向及び鉛直方向に対し

て，解放基盤表面で定義される基準地震動Ｓｓを基に，各保管場

所での地盤条件を考慮し，地盤の地震応答解析により評価する。

基準地震動ＳｓはⅥ-2-1-2「基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震

動Ｓｄの策定概要」による。 

解放基盤表面から地震応答解析モデル入力位置（EL-215m）まで

の引戻しは，応答計算を解析コ－ド「ＳＨＡＫＥ」，

「microSHAKE/3D」及び「ＴＤＡＰⅢ」により行うものとする。

なお，解析コ－ドの検証，妥当性確認等の概要については，Ⅵ-

5-4「計算機プログラム（解析コ－ド）の概要・ＳＨＡＫＥ」及

びⅥ-5-5「計算機プログラム（解析コ－ド）の概要・ＴＤＡＰ

Ⅲ」に示す。 

保管場所における入力地震動の算定フロ－を図 3－1に示す。 

・設計方針の相違

【柏崎７】【女川２】 

使用する解析コードの 

相違 

・設計方針の相違

【柏崎７】 

③の相違
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・資料構成の相違

【柏崎７】 

①の相違
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3.2 解析条件の設定 

(1) 解析用物性値

保管場所における地震応答解析に用いる地盤の解析用物性値は，

Ⅵ-2-1-3「地盤の支持性能に係る基本方針」に基づき設定する。 

地震応答解析に用いる地盤の解析用物性値を表 3－1，表 3－2に

示す。 

・設計方針の相違

【柏崎７】【女川２】 

 地盤材料の相違に伴

う解析用物性値の相違 
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（2） 地下水位

保管場所における地震応答解析に用いる地下水位は，保守的に地

表面に設定する。 

各保管場所における地下水位の設定を表 3-3 に示す。 

・設計方針の相違

【柏崎７】 

島根２号機は，地下水位

を保守的に地表面に設

定 
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（3） 使用材料及び材料の物性値

 追而
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(4) 基準地震動Ｓｓ

保管場所における地震応答解析に用いる基準地震動Ｓｓは，Ⅵ-

2-1-2「基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震動Ｓｄの策定概要」

に基づき，水平方向及び鉛直方向に対して，解放基盤表面で定義

される基準地震動Ｓｓを用いる。 

・記載表現の相違

【柏崎７】 

島根２号機では，保管場

所における地震応答解

析に用いる基準地震動

Ｓｓの設定方法を記載 
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3.3 地震応答解析モデルの作成 

地震応答解析モデルは，各保管場所において周辺の地質構造を考

慮し作成する。第２保管エリアは輪谷貯水槽（西 1／西 2）上に

設定されており，地盤及び構造物をモデル化する。地震応答解析

モデルの作成位置を図 3－2 に，地震応答解析モデルを図 3－3～

図 3－6に示す。 

図 3-2 地震応答解析モデルの作成位置 

・設計方針の相違

【柏崎７】【女川２】 

地盤材料の相違に伴う

地震応答解析モデルの

相違 
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図3－3(1) 一次元地震応答解析モデル 

（可搬型重大事故等対処設備保管場所（第１保管エリア北側）） 

図3－3(2) 一次元地震応答解析モデル 

（可搬型重大事故等対処設備保管場所（第１保管エリア南側）） 
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図 3－4(1) 地震応答解析モデル（短辺方向断面） 

（可搬型重大事故等対処設備保管場所（第２保管エリア）） 

 

図 3－4(2) 地震応答解析モデル（長辺方向断面） 
（可搬型重大事故等対処設備保管場所（第２保管エリア）） 

図3－5(1) 一次元地震応答解析モデル 

（可搬型重大事故等対処設備保管場所（第３保管エリア西側）） 
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図3－5(2) 一次元地震応答解析モデル 

（可搬型重大事故等対処設備保管場所（第３保管エリア東側）） 

図3－6(1) 一次元地震応答解析モデル 

（可搬型重大事故等対処設備保管場所（第４保管エリア北側）） 
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図3－6(2) 一次元地震応答解析モデル 

（可搬型重大事故等対処設備保管場所（第４保管エリア南側）） 
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・設計方針の相違

【柏崎７】 

②の相違
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3.4 地震応答解析に用いる地震動 

地震応答解析に用いる入力地震動は，解放基盤表面で定義される

基準地震動Ｓｓを一次元波動論により地震応答解析モデルの底面

位置で評価したものを用いる。 

入力地震動算定の概念図を図 3－7に示す。入力地震動の算定

には，解析コ－ド「ＳＨＡＫＥ」，「microSHAKE/3D」及び「ＴＤ

ＡＰⅢ」を使用する。 

・設計方針の相違

【柏崎７】 

②の相違
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3.5 地震応答解析における解析ケ－ス 

保管場所における入力地震動の算定においては，Ⅵ-2-1-3「地盤

の支持性能に係る基本方針」に基づき,地盤物性のばらつきの影

響を考慮するため，表 3－4に示す解析ケ－スを設定する。 

保管場所には主として岩盤が分布し，これらの地盤が地震時に保

管場所における入力地震動に影響を与えると判断されることか

ら，これらの物性のばらつきについて影響を確認する。 

表 3－4 解析ケース 

・設計方針の相違

【柏崎７】 

③の相違
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4. 加速度応答スペクトルの算定

保管場所における入力地震動の解析ケ－スより，最大応答加速度

と加速度応答スペクトルを整理する。 

なお，本資料では，表 3－6に示す解析ケ－スのうち「基本ケ－

ス」の算定結果を示す。

4.1 保管場所の最大応答加速度 

第１保管エリアの最大応答加速度（基本ケ－ス）を表 4－1に，

第２保管エリアの最大応答加速度（基本ケ－ス）を表 4－2に，

第３保管エリアの最大応答加速度（基本ケ－ス）を表 4－3に，

第４保管エリアの最大応答加速度（基本ケ－ス）を表 4－4に示

す。 
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・設計方針の相違

【柏崎７】【女川２】 

地震応答解析モデルの

相違による解析結果の

相違 
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4.2 可搬型重大事故等対処設備の保管場所（第１保管エリア） 

一次元地震応答解析により算定した可搬型重大事故等対処設備の

保管場所（第１保管エリア）の地表面における加速度時刻歴波形

と加速度応答スペクトルを図 4－1～図 4－26 に示す。 

4.3 可搬型重大事故等対処設備の保管場所（第２保管エリア） 

4.4 可搬型重大事故等対処設備の保管場所（第３保管エリア） 

一次元地震応答解析により算定した可搬型重大事故等対処設備の

保管場所（第３保管エリア）の地表面における加速度時刻歴波形

と加速度応答スペクトルを図 4－27～図 4－52 に示す。 

4.5 可搬型重大事故等対処設備の保管場所（第４保管エリア） 

一次元地震応答解析により算定した可搬型重大事故等対処設備の

保管場所（第４保管エリア）の地表面における加速度時刻歴波形

と加速度応答スペクトルを図 4－53～図 4－78 に示す。 

・各保管場所の加速度

時刻歴波形及び加速度

スペクトルの掲載は省

略 

追而
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